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1 全体の研究構想図一
1今 日の 中学校 社

会科授業 にかかわっ

て、 多 くみ るこ と

ので きる問題状況
一教師(教 え)と

生徒(学 び)の

実態

○ 教師 の 「教 え」 にかかわ って

① 教科書一辺倒 の授業 か らの脱却 や多様な学習活動の工夫 の必要性 は感 じて いるが、 その方 法が具

体 的には分 か りに くい。 それを研修す る余裕 もほとん どな い。

② 調査 ・発表学 習への支持 は高 いが、時間がかか ることを懸念 して実践 に踏 み切 りに くい。

③ 教 える ことに 自信 が もてず、生徒の反応 によって不安を感 じることが ある。

④3分 野 の関連 を図る総 合学 習への意識が不十分で ある。

○ 生徒 の 「学 び」 にかかわ って

① 社 会科 の 目標 や3分 野 に分かれて いる理由 を教え られて いないため、学習 の意義が分か りにくい。

② 教 えた内容 のみ問 うテ ス トに疑問を持 たず、点数 を多 くとる ことを重視 しがちである。

③ 広 く社会 的事 象に関す る学 習を望んでお り、教科書だ けの学習 にな らない ことを願 って いる。

④ 作 業的、 体験 的な学 習が単 純 に好 きだ とは限 らない。

⑤ 社 会で起 きるで きごとを社会科で学習 したことや 自分 に関係 のある ことと感 じに くい。

⑥ 授 業の他に多 くの気にな ることが あり、授業 に集 中 しに くい。

nこ れからの中学

校社会科授業への
期待

曳

錯
勾

行
喝

に孚び
動する

知mと 生、を

び付け 学習

O教 育課程審議会 ・答 申(H10.7.29)～ 関係 部分
1教 育課程の基準 の改善 に当た っての基 本的な考え方 ～ 学校 とは

● 子ど もたちにとって伸 び伸 びと過 ごせ る楽 しい場

● 子ど もたちが 自分 の興 味 ・関心 のあ ることに じっくり取 り組 めるゆとりのある場

● 分 か らない ことが自然 に分 か らない と言え、学習にっ まず いたり、試行錯誤 した りす ることが当

然 のこと として受 け入 れ られ る場

● 子 ど もたちが安心 して、自分の力を発揮で きるような場

● 教科 の授業 だけでな く、学 校でのすべての生活 を通 して、子 ど もたちが友達 や教 師 と共に学 び合
い活動 する場

2教 育課程 の基準 の改善 のね らい

② 自 ら学 び、自 ら考え る力を育成す ること

「……知識 と生 活 との結 び付 き、知の総合化の視点を重視 し、 各教科等 で得 た知 識 ・技 能等が生活

において生 か され、総 合的 に働 くようにす ることに留意 した指導 も重要 であ る……」

3社 会科 の改 善の基本方針

① 多面 的に考察 し、公正に判断す る能力や態度、我が国 の国土 や歴 史に対 す る理解 と愛情、 日本人
としての 自覚、国際社会の中で主体的 に生 きる資 質や能 力の育 成

② 基礎的 ・基本的な内容に厳選 し、学 び方 や調べ方 の学 習、 作業的、体験 的な学習や問題解決的 な

学 習な ど児童生徒の主体的 な学習 を一層重視

皿 研究 テーマ
自ら考え、互 いに学 び合 って、主体 的に学 習する生徒を育て る社会科授業の工夫

N研 究 のね らい
一共 通 のね らいと

分科会 のね らい

共 通 の
ね ら い

授業研究 を中心 と した実践的研究 によ って、 これか らの中学校社会科授業 における教 師(教
え)と 生徒(学 び)の 実態 に正対 した具体的な改善策 にっ いて明 らか にす る。

主体的 な調 べ学 習 ・話 し合 い学 習を通 して、

問題解決能 力を育 てる指導 の工夫一 地域の規模
に応 じた調査学 習の試行 一

分 科 会 研 究 の ね ら

○ 日本 と結び付 きの深 いアメ リカ合衆国 と生

徒に とって身近な地域であ る東京都 を調査対

象 と して、地域の規模 に応 じた調査学習 を試

行す る。
「課題別班 による調べ学習」 と 「話 し合 い

学習」 により、地域 の規模 に応 じた調査 ・話
し合 い学習 の指導法 につ いての工夫 を行 う。

公 民 的 分 野 ・分 科 会 テ ー マ

現代社会 の諸問題 に対 し,問 題 解決 的な学習
を通 して,自 ら課題 を設定 し追究 で きる力を育

てる授業 の工夫

分 科 会 研 究 の ね ら

○ 現代社会 の諸 問題に対 して,自 ら課題 を設

定 し追究 で きる力を育 て る授業改善 の方法 を

明 らかにす る。

自らの生活 とのかかわ りで調べ る活動 を重

視 した問題解決的な学習の実践の手 だてを明

らかにす る。
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皿 地理的分野の研究内容

1地 理的分野 の研究構想図

○社会科研究主題

「自ら考 え、互 いに学 び合 って、主体的 に学習す る生徒 を育 てる社会科 授業の工夫」

麟 諜難撫

[選 塾塾 うと竺1

生 徒 の 実 態

OO 社会 ので きごとを実感 の伴わ な い もの

と して と らえ、授業 の中で 自分 の課題 と

謹 欝 び■
地 理 的 分 野 研 究 主 題

主体 的な調べ学 習 ・話 し合 い学習 を通 して、 問題解決能 力を育 て る指導 の工夫

地域 の規模 に応 じた調査学習 の試行

厨 雇諮鍛鳥㌦ 爾
と生徒 に とって身近 な地域 であ る東 京 都

を調査対象 と して地域 の規模 に応 じた調

査学習 を試行す る。

② 「課題別班 による調べ学習」 と 「話 し

麟 婚墨離劉 L

一 主 題 設 定 の 理 由

【騰繍 灘灘 継
行 うこ と に よ り、 主 体 的 に学 習 し よ う と

す る意 欲 や態 度 を養 う。

② 「話 し合 い学 習 」 を通 して、 話 し合 い、

考 え 合 う中 で 、 社 会 的 事 象 を 多 角 的 に と

らえ て い く力 を養 う。

一一 一 一 研 究 の 仮 説

① 生徒 の興味 ・関心 に基 づいた課題(仮 の テーマ)設 定 を行 うことによ り、主体 的 に学 習

しようとす る意欲 を養 うことがで きる。

② 生徒の 「調べ学習」 を通 して、 主体的 に課 題解決 に向 けて の必要 な統計 ・資料や情報 を

1活 用 す る力 を身 に付 け る こ とが で き る。

③ 生 徒 相 互 の 「話 し合 い活 動 」 を通 して 、 自分 と は違 った新 た な視 点 か ら課 題(真 の テ ー

マ)を 深 め る こ とが で き る。

①

②

③

一 研 究 の 方 法 と 内 容 一

身近 な社会的事象か ら課題 を発 見 し、 「調べ学習」 を通 して追究 して い く授業 を行 う。

「話 し合 い学 習」 を通 して、生徒相互 が課題意識 を高 めて い く授業 を行 う。

自己評価や相互評価 を通 して、生徒 の変容 を分析 ・考察 し、検証授業 の評価を行 う。

一3一
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2検 証授業A

(1)生 徒の実態

研究を進 めるに当た り、生徒 の学習対象 に対 す る意識調査 を行 った。 結果 は左下 のよ う

にな った。

調 査 対 象:中 学1年 生75名

方 法:ア ンケ ー ト形 式 に よ る。 ア メ リカ合 衆 国 に関 連 す る30項 目に対 して 関心 の 度 合 い を

4段 階 の 中か ら選 択 させ た(興 味がある・少 し

ア メリカ合 衆 国に 関す る意 識 調査 興味がある●あまり興味がない'ほ とんど興味がない)

衆

国

の
イ

メ

アメリカ映コ{ハ リウッド・スター

自由の女挿ζニューヨークの鰻光名

コカコJラ やベフシ,一 う工漕諒敢斜

マクドナルド(ハンパーガーショップ)

ディズニ→ ンド{遭口地〕

3い 皿靡(餓 ・凶感犯働

大1」一グ{プロ野諌・マゲワイヤ・ソー

サなどのスター選手}

ディズニー映画(アニメ〕

鳳人ぐ憂刑や奴厳の慶吏・脅聚やス
ポーツでの活齢

軍孕力(頓 轟欝・世鼻の雪察)

脅夷{ポ ッゴス・ロック・ジtズ}

大敏領(ワ シントン・リンカーン・ケネ
ディ)

ラスベガス(代衰的カジノ)

メガロポリス(ポストン・ニューヨーク・

ハワイやフロリダく亜熱帯の像餐地}

NBA{プ ロパスケットポール}

国a《 璽集旗}

宇宙度纂(NASA・ スベースシャト

リーバイスやエドウィン1ジーンズ,

自由の薗(得 やすい市民権・7メリカ

インディオ〔アメリカ大趣の先住民)

大康い賛富の整(ビバリーヒルズ・ス

ロッキー山脈やミシシッピ川(広弐な

石油や石炭・鉄蝕石の生崖国

コンピュー,慶 禦(シリコンバレー・旧

隼肉の生魔大国

自融軍崖婁`ヂトロイト導どの工鍵勧

市・フォード・GM)

カリフ才ルニアの福律(崇 の輸出国}

小夏・とうもろこし・綿花の生塵武薗

50%100%

陣異味がφる+少 し興味がある;

〔調 査 結 果 の 考 察 〕

① ア メ リカ合 衆 国 は、 他 の 国 々 との比 較

か ら、 そ の情 報 量 の豊 富 さ な ど、 生 徒 に

と って最 も 「近 い」 国 の1つ で あ る。

② 多 くの 生 徒 に は各 々 の 「ア メ リカ 像 」

が あ り、 全 く知 らな い とい う生 徒 は少 な

く(他 の 国 で は全 くイ メ ー ジで きな い こ

と もあ る)、 主 体 的 な学 習 の 対 象 と して

適 して い る。

③ 生 徒 が興 味 ・関心 を も った り、 イ メ ー

ジ して い る項 目 と教 科書 等 で 扱 わ れて い

る項 目 とは大 きな 開 きが 存 在 す る。

● 興 味 ・関心 が 高 い項 目

エ ン ター テイ メ ン ト

(映 画 、 デ ィ ズニ ー、 ラ スベ ガ スな ど

飲 食(コ ー ラ、 マ ク ドナ ル ドな ど)

ス ポ ー ツ(大 リー グ、NBAな ど)

若 者 文 化(音 楽 、 ジー ン ズな ど)

犯 罪 、 軍 事 、 ハ イ テ ク

(銃 、NASA、 核 兵 器 な ど)

● 興 味 ・関 心 が 低 い項 目

小 麦 等 の 農 作 物 、 稲 作 、 自動 車 産 業 、

牛 肉 、 鉱 物 資 源 な ど

④ 「調 べ学 習 」 を 通 して 主 体 的 な学 習 を

進 め て い くた め に は、 生 徒 の興 味 ・関 心

を生 か しな が ら、 生 徒 各 自が そ れ ぞ れ の

「ア メ リカ像 」 を 追 究 して い く学 習 過 程

が適 して お り、 そ の ため の学 習 環 境 を っ

く り、 支 援 して い く必 要 が あ る。
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(2)実 践例

① 単 元 名 《アメ リカ合衆国》 新学習指導要領

(2)地 域 の規模 に応 じた調 査

ウ 世界 の国 々

② 単元設定 の理 由 … アメ リカ合衆国 は広大 な国土 を もち、農業 ・鉱工業 生産 と もに世

界最大 の国で あるとい う日本 との相違点 が際だつ国であ る。一方、

日本 とのっ なが りが強 く、情報 が豊 かで生徒 の関心 も高 い。 した

が って、 新学 習 指導 要領 の 「(2)地 域 の規模 に応 じた調 査 」 の

「世界 の国 々」 におけ る調 べ方 ・学 び方 を身 に付 け る事例 と して

適切 であ ると考え た。

③ 指 導 計 画 第1時 ア メ リカ合 衆 国 に関 す る イ メ ー ジづ くり

第2時 興 味 ・関 心 に基 づ く調 べ 学 習 の課 題 づ くり … … 本 時

第3時 調 べ 方 や ま と あ方 を考 え る

第4～5時 調 べ 学 習

第6～7時 発 表 ・話 し合 い

④ 本 時 の 目標 ・・ ア メ リカ合衆 国 の調 べ 学 習 を行 うに 当 た り、 生 徒 の興 味 ・関心 に基 づ

く学 習 にす る た め、 事 前 に ア メ リカ合 衆 国 に 関 す る生 徒 の 意 識 調 査 を

行 い、生 徒 に資 料 の収 集 を指 示 して あ る。 本 時 の 目標 は、 持 ち寄 った

資料 を基 に生 徒 が 自 由 に調 べ た い テ ー マ を挙 げ 、共 通 す る テ ー マ を グ

ル ー ピ ングす る こ とで 、 ア メ リカ合 衆 国 を学 ぶ上 で の教 科 の 学 習 と し

て の視 点 を 整 理 す る こと、 生 徒 を意 欲 的 な学 習 に な る よ う に導 く こ と

の2点 で あ る。

⑤ 本 時 の学 習 展 開

[検 証 授 業 の ポ イ ン ト]

ア 各 自 が、 興 味 ・関心 に基 づ いて 個 人 の テ ー マ を考 え られ るか。

イ 話 し合 い を通 して、 個 人 の テ ー マ を教 科 の学 習 と して の視 点 か らと らえ 直 す こ とが

で き るか。

ウ 話 し合 い を通 して 、 共通 す る テ ー マ の生 徒 と グル ー プ を っ くり、 と もに学 ぶ 意 欲 と

態 度 を もて るか。

各

自

の

テ

ー

マ
を

出

し
合

う

学 習 活 動

◆ 前 時 に行 った ア メ リカ 合 衆 国 の イ メ ー

ジの言 葉 を思 い 出 しな が ら、 生 徒 が 持

ち寄 った資 料 を も と に 、 各 自 が 自 由 に

調 べ た い テ ー マ を考 え、 発 表 す る。

[発 表 は、各 自が カー ドを黒 板 に貼 る。

大 リーグ、 映 画 、 銃 、 マク ドナル ド、デ ィ

ズニー ラン ドな どの テーマが予 想 され る]

教 師 の 支 援

◇持 ち寄 った資料 を活用 す るた め、 班 で

情報 の交換 が行 え るよ うに座席 を移動

させ る。

今回 は調 べた い テー マ毎 に学 習班 を

構成 させ る。
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話
し
合

い
活
動
を
す

る

T

◆ 黒 板 に貼 られ た カ ー ドを 眺 め 、 共 通 性

が あ る類 似 した テ ー マ を 同 一 グ ル ー プ

に ま とめ る。

◆ い くっ か に ま とめ られ た グ ル ー プ を基

に、 学 級 全 体 で グ ル ー プ分 け(グ ル ー

プ テ ー マ)を 決 定 す る。

[映 画 、 ス ポー ツ、 人 種 、 企 業 、 犯 罪

な どの グル ー プが 予 想 され る]

学
習
班
を

構
成
す

る

◆ 生 徒 は 自分 が調 べ た い と思 う グ ル ー プ

テ ー マ毎 に分 か れ 、 調 べ る 内 容 や 方 法

を話 し合 い、 学 習 班 を決 定 す る。

◇ 班 で話 し合 わ せ る。 ま た 、 グ ル ー プ化

す る理 由(テ ー マ の 共 通 性)が 言 え る

よ うに 支援 す る。

◇ 自由 に 意 見 が 言 え る よ う配 慮 す る。

繍 騨醗 欝 騨

罎冨
乳r・!

、騰 勲 。

㌔ 、 ・轄 ぺ
一

建

ぜ
物

r

垂

薩

鞭

誹

◇ 各 自が納 得 い くテ ー マ に な る よ う に、

話 し合 い の途 中 で も調 べ た い 学 習 班 に

移 動 して もよ い と助 言 す る。

⑥ 本 時 の評 価 ア 各 自が 自分 の 調 べ た い テ ー マ を考 え られ た か。

イ 各 自が 自分 の 調 べ た い テ ー マ を教 科 の学 習 と して の視 点 か らと らえ

直 す こ とが で きたか 。

ウ 各 自 の興 味 ・関 心 を生 か し、 これ か らの調 べ学 習 に意 欲 的 に取 り組

も うとす る態 度 が み られ た か。

(3)授 業 の 概 要 と考 察

① 授 業 の概 要

ア[個 人 の テ ー マ決 め]で は、 持 ち寄 っ た資 料 や 前 時 に 出 し合 った ア メ リカ合 衆 国 に

っ い て知 って い る事 柄 の一 覧 を 参 考 に しなが ら、 生 活 班 を単 位 と した話 し合 い(情 報

交 換)を 通 して 自分 の テ ー マを 考 え た 。 ア メ リカ合 衆 国 を学 ぶ に 当 た り、 一 人一 人 が

自分 の 「こだ わ り」 を もつ こ とが で き た よ うで あ る。

イ[グ ル ー プ テ ー マの 検 討]は 、 個 人 の テ ー マ を共 通 性 が あ る もの ご と に ま と めて い

く作 業 で あ る。 個 人 テ ー マ が教 師 側 が 予 想 した ほ ど個 別 の もの に な らず 、 「バ ス ケ ッ

トボ ー ル」 「映 画」 「NASA」 な ど を複 数 の生 徒 が 同 じ言葉 で 提 示 した た め、 共 通 性

を考 え る と い う話 し合 い が十 分 深 ま らな か った よ う に感 じた。 しか し、 生 徒 の活 動 は

活 発 で 、18種 類 の個 人 テ ー マ を8っ の グル ー プ テ ーマ に ま と め あ げ た。

ウ[新 しい グル ー プ で の話 し合 い]は 、 まず 自分 の テ ー マ に対 す る思 い や希 望 を仲 間

に紹 介 す る とい う表 現 活 動 か ら行 わ せ た 。 進 行 上 の指 示 が生 徒 に十 分 伝 わ らな か っ た

た め うま くい か な か った が 、 それ を 差 し引 いて も、 生 徒 の表 現 能 力 は育 って い な い こ

とを感 じた。 この 点 は今後 の 課 題 で あ る。 この後 、 グル ー プの リー ダー を決 め、 学 習

カ ー ドに従 って 今 後 の 調 べ 学 習 の計 画 な ど を考 え させ た。
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② 授業 の考察

ア 「各 自が 自分 の調べ たいテーマを考 え られ たか」

ア メ リカ合 衆 国 は情 報 の 多 い国 で あ り、 ス ポ ー ツや芸 能 、 観 光 地 な ど生 徒 の 既 有 知

識 が多 い。 前 時 の授 業 で は54の 言 葉 が 生 徒 か ら集 ま った。 ま た、 観 光 パ ンフや ガ イ ド

ブ ッ ク、 新 聞 記 事 を集 め る こ と に よ り、 多 くの情 報 の 中か ら個 人 テ ー マ を 考 え る こと

が で きた。 そ の一 方 で、 提 示 され た個 人 テ ー マ の種 類 が36人 で18と や や少 な か っ た 。

生 徒 が、 調 べ や す さを考 え て あ る程 度 大 きな く く りの言 葉 で個 人 テ ー マ を 考 え た た あ

と考 え られ る。

イ 「各 自が 自分 の調 べ た い テ ー マ を教 科 の 学 習 と して の 視 点 か ら と らえ 直 す こ とが で

き たか 」

教 師 側 は、 例 え ば、 マ ク ドナ ル ド、 コカ コー ラ、 ケ ンタ ッキ ー フ ライ ドチキ ンとい っ

た 言 葉 を 「企 業 」 とか 「農 業 」 とい った グル ー ピ ングが で き る と よ い の で は な い か と

考 え て い たが 、 そ の よ うな教 科 の学 習 と して の視 点 を高 め る グルー ピ ングは多 くなか っ

た。 本 時 で は、 ハ ワイ、 ラス ベ ガ ス、 カ ジ ノが 「観 光 地 」、 ロ ッキ ー 山 脈 、 国 土 と 自

然 、 観 光地 、 農 業 が 「ア メ リカ の 自然 」 とい う学 習班 にな っ た(観 光 地 の生 徒 が 「ア

メ リカの 自然 」 に入 った の は本 人 の希 望)。 一 方 、 「デ ィズ ニ ー ワー ル ド」、 「NBA」

と い っ た同 一 語 で グル ー ピ ン グ され た グル ー プが そ の言 葉 を 切 り口 に ど こま で ア メ リ

カ 合衆 国 の特 色 に迫 って い け る か は、 この後 の調 べ学 習 の 中 で 教 師 側 か ら支 援 して い

きた い。 少 数 派 で は、 人 種 差 別 を個 人 テ ー マ に 出 した生 徒 は 「映 画 」 の 中 に入 り、 映

画 を通 して 人 種 差 別 を調 べ る こ とに な った。 また、 「英 語 」 を 個 人 テ ー マ に 出 した 生

徒 は 自分 の希 望 を 生 か せ る グ ル ー プ が な く、 仕 方 な く 「ス タ ー ウォー ズ」 に入 ったが、

一 人 だ けの 「グル ープ」 を認 あて もよか ったの で はな いか との指摘 が研究 協議 であ った。

ウ 各 自の興 味 ・関 心 を 生 か し、 これ か らの調 べ学 習 に意 欲 的 に取 り組 も う とす る態 度

が み られ た か。

授 業 後 に行 った ア ンケ ー トで 、 「個 人 テー マが グ ル ー プ テ ー マ に ま とめ られ て 、 「ア

メ リカ合 衆 国 を 調 べ よ う」 と い う気 持 ち は … 」 との 問 い に、

強 くな った17

ど ち らか とい う と弱 くな った2

ど ち らか とい う と強 くな っ た17

弱 くな った0

と い う結 果 が 出 た。 個 人 テ ー マを 話 し合 い活 動 を通 して グル ー プ テ ーマ に ま と め、 学

習 班 を構 成 す る こ と は、 意 欲 的 な学 習 を 成 立 させ る うえ で有 効 で あ る と考 え る。 しか

し、 生 活 班 を解 体 した学 習 班 の編 成 は、 テ ー マ性 や学 習 意 欲 よ り学 級 内 の 人 間 関 係 に

影 響 さ れ る側 面 が あ り、 安 易 な グ ル ー プ編 成 に な らな い よ うに、 教 師 側 が 生 徒 の 学 習

に対 す る モ チ ベ ー シ ョ ンを 高 くす る工 夫 を 幾 重 に も用 意 す る必 要 が あ る。

工 評 価 にっ い て(学 習 カ ー ドの 活 用)

単 元 学 習 の最 後 に行 う評 価 にっ いて は、 「教 師 に よ る評 価 」、 「生 徒 の 自 己 評 価 」、

「生 徒 の相 互 評 価 」 を 組 み 合 わせ る。 「教 師 に よ る評 価 」 は活 動 場 面 の全 般 を通 して も

適 宜 行 うが 、 自 己 評価 と相 互 評価 は、学 習 カ ー ド(資 料 参 照)を 活 用 し生 徒 の 話 し合

い の場 を設 定 す る。 生 徒 は 自分 の活 動 を 一 人 で 、 ま た は仲 間 と検 討 す る ことで反 省 し、

学 習 の方 法 に工 夫 を加 え、 「次 は こ う しよ う」 とい う気 持 ち に な る と考 え る。
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3検 証授業B

(1)指 導計画

① 単 元 名 《東京都》 新学習指導要領(2)地 域 の規模 に応 じた調査

イ 都道府県

② 単元 の指導 目標

ア 東京都 にかかわる調査学習 を通 して、地 図 ・統 計その他 の資料 を活用 し、都道府県

規模 の地域 的特色 を追究 す る方法 を身 に付 けさせ る。

イ 自 ら考 えた学習課題 を設定 し追究 す ることにより主体的 に学 習 す る態度 を育 て る。

ウ 話 し合 い活動 を通 して、友人 の調 べ た情報 や異な る見方 ・考え方 を知 る ことによ り

広 い視野 か ら自分 の考 えや意見 を深 め させ る。

③ 指導計画(8時 間扱 い)

学 習 内 容 学 習 活 動 教 師 の 支 援 資 料

学習課題意識 ・身 近 な地 域(立 川 市)に つ ・調 べ た内 容 と印 象 に

(興 味 ・関心) いて各班 で調 べた ことを簡 残 っ た こと を 挙 げ さ

第
潔 に発 表 す る。 せ る 。 地図帳

・東 京 都 の 白地 図 と写 真 か ら、 ・立 川市の特色 と比較 ・ 東京都白地図
1

示 された地点 が どん な地域 関 連 させ なが ら、 考 各地域の写真

時
か を予 想 す る。(10地 域) え さ せ る 。

・班 ご とに どの地 域 を調 べ た ・調べ たい地域 が集 中 ワ ー ク シ ー ト1

い か を話 し合 う。(2地 域) しない よ う調整 す る。

仮 テ ー マ
・調 査 地 域 を決 定 す る。 ・選 択 した2地 域 の 関

第 の設定 ・図 書 や イ ン タ ー ネ ッ ト等 、 連 ・比較 の視 点 を与 図書室

2 調査方 法 と内容 を検討する。 え る と と もに 、 身 近 イ ン タ ー ネ ッ ト

時
・11月 に行 わ れ る現 地 調 査 で な 地 域 と の っ な が り ワ ー ク シ ー ト1

方法 や視点 を立案検討す る。 も考 慮 す る。

第 調査活動 ・2地 域 につ いて 、 図 書 室 や ・調べ る方法 や情報 源 ワ ー ク シ ー ト1

3

/
4

イ ン タ ー ネ ッ ト、 そ の 他 の が分か らな い班 に は 図書室

時 方 法 で 調 べ る。 ア ド バ イ ス を 行 う 。 イ ン タ ー ネ ッ ト

ー

第 現地調査 ・そ れ ぞ れ の地 域 につ い て 、 ・ メ モ を 取 っ た り
、 写

5 調 査 ・観察 の視点 に基 づ い 真等記録 を残 す よ う 写真

時 て班 ご と に調 べ る。 に指 示 す る。
一

発表準備 ・事 前 に 調 べ た こ と、 現 地 調 ・模 造 紙 や プ リ ン トに ワ ー ク シ ー ト1

第
と ま とあ 査 か ら分 か った ことな どを、 要点 を分 か りやす く

6

時
発 表 に 向 けて ま とめ る。 ま と め るよ う指 示 す

る 。
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発表会 ・班 ごと に ま とめ た こ とを 発 ・発 表 を 聞 き なが ら、 ワ ー ク シ ー ト2

第 と班討 議 表 す る。 2地 域 の地方 的特 殊

7
/ (真 の テ ー マ

・疑 問 や 不 明 な点 を質 問す る。 性 や共通性 か ら東 京 ワ ー ク シ ー ト3

8 の発見) ・班 ごと の そ れ ぞ れ の 地 域 の 都の多様性 と特色 を
時
(

地方的特殊性 や共通性か ら、 見 出 す よ うに させ る。

本
時

東京都 の多様性 と特色 を、 ・東 京都 の人 口分布 図

)

学級全体 の話 し合 いに よ り 等 を活用 して考 え る

明 らか にす る。 よ う ヒ ン トを 与 え る 。

(2>本 時 の展 開例

① 検 証授 業 の ポ イ ン ト

ア 生 徒 自 ら調 べ た い テ ー マ(仮 の テ ー マ)を 設 定 す る こ と に よ って 、 主 体 的 な 調 べ 学

習 が 展 開 で き るか 。

イ 生 徒 相 互 の 話 し合 い活 動 か ら、 互 い に 学 び合 う態 度 が 身 に付 くか。

ウ 生 徒 相 互 の 話 し合 い活 動 か ら、 さ らに 調 べ て み よ うとす る テ ー マ(真 の テ ー マ)を

発 見 で き るか 。

② 本 時 の 展 開

学 習 活 動 教 師 の 支 援 資 料
1

班 によ る発表 ◆ 各 班 で調 べ 、 ま と め た こ と

を 発 表 す る。

(前 時 の発 表 に続 き、2班)

◆ 発 表 を聞 きな が ら、 各 自 で

ワ ー ク シー トに 内 容 を 記 録

す る。

・模 造 紙 に ま と め た こ と

を もと に、2地 域 の 共

通 性 と地 方 的 特 殊 性 を

強 調 して 発 表 さ せ る。

・2地 域 の共 通 性 と地 方

的 特 殊 性 を簡 潔 にま と

め るよ うア ドバイスする。

・東 京 都 全 図

・東 京 都 白地 図

・ワー ク シ ー ト2

全体での質問 ・

討議

話 し合 い活動

◆ 発表 を聞 いて不 明な点 や もっ

と知 りた い点 を質 問 す る。

〈予 想 され る質 問〉

・特 徴 を も っ と分 か り や す

く説 明 して くだ さ い。

・この地 域 の 問 題 点 は何 で

す か。

◆ これ までの発 表 とワークシー

トの 内容 を踏 ま え 、 都 内 の

10の 地 域 の共 通 性 と 地 方 的

特 殊 性 及 び立 川 市 との 比 較

か ら、 「住 み た い 町 は ど こ

か?」 → 「なぜ住 み たいか?」

を考 え、 班 で話 し合 う。

・質 問 事 項 か ら地 域 の 特

色 が 明 確 に な る よ う、

質 問 や回 答 を 補 足 し考

え る ヒ ン トを与 え る。

・これ ま で の学 習 を 生 か

して、 班 員 一 人 一 人 が

意 見 を 出 せ るよ う、 住

み た い町 とそ の 理 由 に

焦 点 を絞 って話 し合 い、

班 と して ま とめ させ る。

・ ワ ー ク シ ー ト3

・ ワ ー ク シ ー ト3
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マll蕪癖1 =住嘉 而 覆 の画 τ一

か ら棘 都の多様性 に1

気付 か せ る と と もに 、1[

共通 性 か ら特 色 を浮 き1[

彫 りに させ る。[ [

③ 評 価 の観 点

ア 発 表 形 式 を 工夫 し、 問題 提 示 を す る こ とが で き た か。

イ 話 し合 い活 動 の 中 で 仲 間 の 意 見 を 聞 く こと を通 して 、 自分 の意 見 を述 べ る姿 勢 が み

られ た か

(3)単 元 の展 開 の概 要

① 第1時 で は、 東 京 都 の 区 市の 境 界 線 が 入 った 大 きい 白地 図 とそ れ ぞ れ の 地 域 の特 色 を

示 した10枚 の 写 真 か ら、 それ ぞれ 地 図 上 の ど この地 域 を 小 した もの で あ るか をY想 した。

10枚 の 写 真 は、 東 京 都 の多 様 性 や 比 較 ・関連 付 け を しや す い よ う、 ま た対 称 的 な 地 域

が選 べ るよ う配 慮 した。 こ の10地 域 の 中 か ら、 班 の 話 し合 いを 行 い、 調 査 で調 べ た い地

域 を2地 域 選 はせ 、 それ ぞ れ調 べ る地 域 の調 べ る視 点(テ ー マ)を 考 え た。

② 第2・3・4時 で は調 査地 域 の調 査 の方 法、 現 地 調 査 の14案 ・検 討 を行 い、 図 書 室 を

起 点 と して、 コ ンピ ュー ター室 や相 談室 の イ ンター ネ ッ トや文 献 に よる調 べ学習 を行 った。

③ 第5時 は、 学 校 行 事 の都 内 め ぐ りを活 用 し、 班 に分 か れ て そ れ ぞ れ選 ん だ地 域 の 現 地

調 査 を 行 っ た。

④ 第6時 は、 これ ま で の調 べ学 習 や現 地 調 査 で 調 べ た こと を ま とめ た。 全 員 が 見 られ る

よ うに各 班 が 調 べ た 内容 を模 造 紙 に ま とあ 教 室 内 に掲 示 した。(下 図)

[各班 の模 造紙の配置 とテーマ]

4班 模造紙

台東区(産 業の様子)

多摩市(多 摩市の発展)

5班 模造紙

港区(貿 易の玄関)

板橋区(板 橋区の文化)

6班 模造紙

港 区(行 事 につ いて)

檜 原村(ど んなところか)

囲

回回[]

回回[]

1班 模造紙

港区(都 心部の特徴)

奥多摩町(自 然の多い地域)

2班 模造紙

世田谷区(地 価高騰について)

葛飾区(下 町の季節について)

3班 模造紙

港区(ゆ りかもめ)

台東区(浅 草寺)

董

£

瓢
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⑤ 第7・8時 は、 各 班 で 調 べ た内 容 を発 表 し

た。 模 造 紙 に ま とめ た 内 容 を もと に して 、 班

で 選 ん だ2地 域 の 共通 性 と それ ぞれ の地 域 の

地 方 的特 殊 性 、 立 川市 と比 較 して み て 分 か っ

た こ とを発 表 した。 各 自 は、 班 の発 表 を聴 き

な が ら ワー ク シー トに2地 域 の 共 通 性 、 地 方

的 特 殊 性 な ど分 か った こ とを 記 入 した。 ま た

発 表 ご とに質 問 タイ ムを設 け、不 明 な点 や も っ

と知 りた い こ とを 質 問 し た。 「再 開 発 と は具

体 的 に は何 か。」 「祭 りが9月 に集 中 して い る

の は な ぜ か」 な どの質 問 が 出 され た。

全 班 の発 表 が終 了後 、 発 表 さ れ た地 域 に 立

川 市 も加 え、 「住 み た い地 域 は ど こか?」 「な

ぜ 、 住 み た い と考 え るの か?」 と投 げ か け、

個 人 の意 見 を基 に 班 討議 を 行 って班 と して の

意 見 を ワー ク シー トに記 入 させ 、 全 体 で の 話

し合 い を行 わ せ た。

〔 模 造 紙 の 内 容 〕

東京都の調査

A地 域 の テ ー マ
　コ

調べ た内容1

1
___」

○ 班

B地 域 の テ ー マ

「藷 べた内容

L

璽 三軽コ
一 一 一一 一 「

20地 域の地方的特殊性 「
」

一
立 川 市 と 比 較 し て

L分 塗 つ た 事 柄

班 や学 級 の話 し合 いの 中 で 、 「都心 は栄 え て いて 交 通 が 便 利 だ」 「交 通 渋 滞 で空 気 が 汚

れ て い るか ら 自然 が 多 い地 域 が い い」 「立 川 は両 面 が あ り、 そ の 上 、 住 み な れ て い る か

ら」 な ど、 い ろい ろ意 見 か ら東 京 都 の多 様 性 が 出 され る と と も に、 東 京 都 と して の特 色

や課 題 が浮 き彫 り に され た。 こ の話 し合 い か ら、各 自が もっ と掘 り下 げ た い テ ー マ(真

の テ ー マ)に 迫 って い っ た。

憶
血

噸羅 r

糟蜜 調

ヤ》 ・

▲

<発 表 し話 し合う生徒
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(4)授 業 の 考 察

① 興 味 ・関 心 に基 づ いて 生 徒 自 らが初 発 の調 べ た い テ ー マ(仮 の テ ー マ)を 設 定 す る こ

と に よ って 主 体 的 な調 べ 学 習 が展 開 で きた か。

身 近 な地 域(立 川 市)の 調 査 を経 て 、 自分 た ちが 住 ん で い る東 京 都 の調 査 に入 った た

め、 第1時 か ら興 味 ・関 心 を も って授 業 に臨 ん だ。 た だ、 今 回 は学 年 行 事 と して の 「都

内 め ぐ り」 が あ った 関係 で 、調 べ学 習 や 現 地 調 査 を 生 活 班 形 態 で 行 った。 生 徒 個 人 の 興

味 ・関 心 を よ り一 層 引 き出 す た あ に は、 テ ー マ別 の班 編 成 の方 が よ り効 果 的 で あ っ た と

思 わ れ る。 調 べ学 習 で は、 図書 室 を 起 点 と して コ ンピュー ター室 と相談 室 の イ ンターネ ッ

トを 開放 し自由 に調 べ る こ とが で き た。 しか し、 「資 料 が 少 な く調 べ られ な か った」 「他

の人 に や って も らっ た」 と い う意 見 も出 され、 自主 的な学 習 の方法 の習得 や 図書室 の本 ・

資料 ソ フ ト(デ ー タ ・ベ ー ス)の 整 備 等 が必 要 で あ る と考 え た。

② 生 徒相 互 の 話 し合 い活 動 か ら、 互 い に学 び合 う態 度 が 身 に付 いた か 。

今 回 の 検 証 授 業 の重 点 の一 っ と して、 話 し合 い活 動 を 活 発 に行 わ せ る こ と が あ っ た。

班 の 発 表 を 基 に最 初 は各 自 の意 見 を考 え、 そ の意 見 を 基 に班 討 議 に臨 ませ る場 面 を設 定

したが 、 生 徒 の感 想 と して 「み ん な そ れ ぞ れ に意 見 を 主 張 して 、 み ん な が み ん な後 に 引

か なか った」 「自分 の 意 見 が 出 す ぎ た。 で も一 応 班 長 と して ま とめ た。」 「班 の 話 し合 い

で 結 構 意 見 が バ ラバ ラだ った け ど、 な ん とか ま とめ る こ とが で きた。」 「他 の人 の意 見 を

聞 く こ とは で きた が、 ま とめ る こ とが で き なか っ た。」 等 が 出 さ れ 、 意 見 を も って 発 表

しよ う とす る姿勢 はあ った もの の 、協 力 して ま と め よ うとす る と ころ は難 しか った こ と

が窺 え る。 授 業 で は、班 の 中 で の話 し合 いか ら学 級 全 体 で の班 と班 との や りと りに よ る

話 し合 い の深 ま り ・発 展 を め ざ したが 、 さ らに生 徒 の思 考 を深 め る話 し合 い活 動 の 工 夫

が必 要 で あ る。

③ 生 徒 相 互 の 話 し合 い活 動 か ら、 さ らに調 べ て み よ う とす る テー マ(真 の テ ー マ)を 発

見 で きた か。

今 回 の授 業 で は、 興 味 ・関 心 に基 づ い た テ ー マ を主 体 的 に調 べ 追 究 し、 調 べ た こ とを

発 表 し合 い、 話 し合 い活 動 を す る中 で、 自分 が 調 べ た こ と と は異 な る友 人 の情 報 や異 な

る見 方 ・考 え 方 に接 す る こ とに よ り視 野 が 広 が り、 思 考 が 深 ま り、 さ らに調 べ て み よ う

とす る テ ー マ(真 の テ ー マ)を 発 見 で き るの で はな いか と考 え た。 そ こで、 発 表 を踏 ま

え て 「さ らに ど の よ うな こ とに興 味 ・関心 を も った か 」 を ワ ー ク シー トの最 後 に記 入 さ

せ た と ころ、 「祭 りにつ いて もっ と詳 し く調 べ た い」 「い ろ い ろ な 工 場 を 見 た い 」 「東 京

の歴 史(江 戸 時 代)を 勉 強 した い」 「各 地 の土 地 の値 段 か らっ な が って い く も の を 調 べ

た い」 な どが 出 され た。 学 級 全 体 と して の 話 し合 い の深 ま り はい ま少 しで あ った が 、 追

究 活 動 や発 表 を通 して さ らに調 べ て み た い と い う意 欲 を喚 起 す る こ とが 可 能 で あ る こ と

が分 か った。

④ そ の他

今 回 の授 業 で は、 生 徒 の 主 体 的 な学 習 を重 視 した た め、 調 べ た 内 容 に は社 会 科 か ら離

れ た もの もあ っ たが 、 意 欲 の継 続 の観 点 か ら軌 道 修 正 せ ず 、 生 徒 の 自主 性 に任 せ た。 し

か し、 全 体 と して 、 調 べ 学 習 に重 点 が偏 り、 地 図 の活 用 や 統 計 資 料 の読 み 取 りや考 察 の

いわ ゆ る社 会 科 本 来 の追 究 活 動 が少 な か った。 今後 の 支援 の 在 り方 に工 夫 が必 要 で あ る。
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4地 理 的分野 の研究の まとめ と今後 の課題

(1)研 究 のま とめ

① これか らの 「調べ学習」 と 「話 し合 い学習」

これ までの教 師主導 で知識教授 中心 の授業形態 を転 換 し、生 徒 自身 の既 有 の知識 ・経

験 か ら生 じる素朴 な疑 問及 び興味 ・関心 に基づいた学 習 テーマを、 主体 的 に調 べ学 習 を

行 うことにより、生徒 の積極 的及 び前 向 きな学 習意 欲を喚起す ることがで きた。 さ らに、

自分 あるいはグループで調 べたことを発表 し合 い、情報交 換や意見交換 をす る話 し合 い学

習 により、学級全体 として新 たな疑問 や課題 を発見 する活動 へ と発展 させることができた。

教 師か ら与 え られ た学習 テーマで はな く、生徒 自身 が設 定 した学習 テーマであること、

また、生 徒個 々の もつ興味 ・関心 の共通性 を生 か した学 習 テーマごとのグループ編成 に

よ り、調 べ及 び発表を行 った ことで学習 の掘 り下 げや意見交換 が活発 に行 われ た。

② 「地域 の規模 に応 じた調査」 の取 り扱 いの工夫

この度 、新学 習指導要領 の 「(2)地域の規模 に応 じた調査」 の試 行 を実施 す るに当 た

り、 「イ 都道府 県」 において は、既習 の 「ア 身近 な地域」(立 川市)の 学習結果 を生 か

し、 グル ープで調べ た他 の地域 と身近 な地域 と比 較 ・関連 し、話 し合 い学習 によ り共通

点 と相違点 を明 らか に し、東京都 としての地域 的特 色 を見 出 す活動 を行 った。 ま た、

「ウ 世界 の国 々」 において は、生 徒 にと って興味 ・関心 が強 く、 情 報量 が多 い国 であ

ることを生か して、生徒 の興味 ・関心 に基 づ く学 習 テーマを設定 し調べ学習 をす ること

によ り、生徒 自 らが調べ方 ・学 び方 の基礎 を身 に付 けることがで きた。

③ 教 師の支援

研究授 業 にお いて は、教師 は生徒 の 自主性 と興 味 ・関心を最大限 に尊重 し、学 習活動

が有意 義 に進展す るよ う、 また意見交換 が活発 に行われ るよ う適切 な助言 と支援 を心掛

けた。 特 に、 ワーク シー トを活用 す ることによ り、学習活動の プロセ スやそれぞれの過

程 での生徒の思 いや意見 が学習 の成果 と して残 り、 自己評価や相互評価 に生 かす ことが

で きた。

② 今後 の課 題

本研究 にお ける調べ学習 においては、生徒 の興 味 ・関心 を生か した学 習テーマを設定 し

たが、生 徒 の興味 ・関心 は多岐 にわた り、関心 ・意欲 を維持 しなが ら、学 習テーマ及 び学

習活動 を社会科 の学習 と していかに整理 して い くかが今後 の課題 の一 っであ る。 また、学

習 テーマを追究 し整理 した上 で抱 く課題 はさ らに高度で複雑 な内容 の もの とな る。 このよ

うな生徒の学習意欲を満たすためには、情報源 として、学習情報セ ンターと しての コンピュー

タ(イ ンターネ ッ ト)の 活用及 び図書 室等、学 習環境 の整備が必要 であ る。生徒 の興味 ・

関心 に基づ いた意欲が満 た されて こそ、次への学 習意欲が生 じるといえ る。 この度 の研究

授業 にお いて も、「図書 室で の書籍だ けでは 自分 の学 習 テーマを追究で きな い」 と して、

学習 テーマを修正せ ざる得 ないを生徒 もいた。

今後の社会科 の学習 において は、現 地調査を は じめ学校外 へ出かけて学 習活動を進 め る

ことが多 くなる。生徒へ の安全対策 を配慮す る ことは もちろん、活動 の内容や方法 に応 じ

て、授業の1単 位時間 や時間割 を柔軟 に変更で きる システム も考慮 す る必要が ある。
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皿 公民的分野の研究内容

1公 民的分野の研究構想図

社 会科研究主題

自ら考え、互 いに学 び合 って、主体 的に学習する生徒を育て る社会科授業 の工夫

今 日の社会科授業 の問題状況

く教師側 の問題状況〉

◎調査 ・発表学 習を支持 しなが らも時間数

「=こ れからの社会科授業への期待

1
自 ら学 び 、 自 ら考 え る力

や指 導 内容 の量 との か ね あ いか ら、 なか な を 育 成 す る こ と。

か新 しい実践 が行 いに くい。◎3分 野の関

連 を図 る総 合学 習の意識が乏 しく、多様 な ・社会 的事象 を多面 的 に考察 し、公正 に判

学 習活動 の工夫を行 う余裕 もな く日々の授 断 す る能 力 ・態度、 我が国の国土や歴史 に

業 に 臨 ま ざ るを え な い。 対 す る理解 と愛情 、国際的社会 の中 で主体

〈生 徒側 の問題状況〉 的に生 きる資質 や能 力を育成す る こと

◎社 会の出来事 を自 らがか かわる問題 とし ・学 び方や調べ方の学習、作業的 ・体験 的

て と らえず、社会科学習 の意義 も感 じられ な学 習や問題解決 的な学習 など生徒 の主体

な いまま授業 に臨んで いる。◎毎 日の余裕 的 な学 習 を 一 層 重 視 す る こ と。

の な い生 活 に追 わ れ な が ら も、 興 味 の あ る

広 い社会的事象 に関す る学習を望んでいる。 (教 育 課程 審 議 会 答 申H10.7よ り)
」

1 1
公民的分野研究主題_

現代社会 の諸問題 に対 し、問題解決的 な学習 を通 して、

自 ら課題 を設定 し追究で きる力 を育 て る授業 の工夫 1
__」L_____一__一__._上

研究 のね らい

① 現代社会 の諸 問題 に対 して、 自 ら課題 を設定 し追究 で きる力を育て る授業改善 の方

法 を明 らか にす る。

② 自らの生活 とのかか わ りで調べ る活動 を重視 した問題解 決的 な学習 の実践 の手だて

を明 らか にす る。

愚
研究の仮説

問題解決的 な学習 によ り、生徒 は主体 的 に社 会的事象 とかか わる ことがで き、 自 ら課

題 を設定 し追究 で きる力 を付 け ることがで きる。

研究の方法_一
① 問題解決 的な学 習に関す る授 業研究を行 う。

② 授業改善 ・構想 案 に基 づ く検 証授業の実施及 び分析 を行 う。
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2研 究の内容

(1)問 題 解決学習 につ いて

① 新 学習指導要領 における社会科 の 目標 の改善 点

ア 社会 に対す る関心 を高 め、諸 資料 を活 用 して思考 ・判断で き るよ うに し、学 習の過

程 を重視す る。

イ 知識 ・理解の学習 に偏 りす ぎないよ うにす るとと もに、学 び方 を学ぶ学 習を一 層充

実 し、社会科 にお ける問題解決 的な能 力の育成 を重視す る。

この2点 が新学 習指導要領 での社会科 の 目標 の改善点で ある。「諸資料 の活用」「学 習

の過程 の重視」 「学 び方 を学 ぶ」 とい った点 は、問題解決学習 の 中 に含 まれ ると ころで

あ り、 この問題解 決学習 は今 日的意義 のあ る方法 であ るといえ る。

② 問題解 決学習 とは

あ る学 習課題 に対 して、 自 ら追究 し、発表 し、話 し合 う学 習で ある。 この過程 で新 た

に問題 を発 見 し、今度 はそれ を追究 してい く。 この ように、単 に調査 ・発表 す るだ けで

な く、生徒 の学 習 にお ける自立的 な展開 を 目標 にお くものであ る。 そのため、単 な る調

べ学 習や主体 的な学習 を探究活動型 の問題解決(課 題追究)的 な学習 に変 えてい くこと

が大 切であ る。

なお、 「問題解決 的な学習」 は、手法 と して よ り柔軟 な考 え方 に立つ もので ある。

〈これ ま で の調 査 ・発 表 学 習 〉

㊥ 一(㊥ 一
調査して

個人的に 一一→

理 解

発表してお

互いに理解

急いで課題設定(選 択or教 師提示)し て調べ写 してきたことを読み上げ発表 して終わる学習

1

子 ども自身が課題設定 → 自分とかかわ りの深い課題追究 → 追究結果の整理 ・発展

〈目指す問題解決的な学習〉

馳 自分にとつ騨 題発見

議

変 容 を 評 価

問題解決(よ りよいかかわり)

↓

よりよい 対象→
友だち

自分

[島根大付属 中の研究を参考]

一15一

i



③ 問 題 解 決 の 過 程(プ ロセ ス)

この過 程 に は、 次 の よ うな段 階 が あ る。

1事 象 と出会 い問題 に気付 く段階

-

II
調 べ て、 そ れ を基 に して 個 々 に

テー マ が 設 定 され る段 階

響

1

皿 本格的 に調べ る段階

1
N調 べ た結果 を検討 す る段 階

,

V応 用 ・発展 の段 階

… 子 ど もが 問 題 に 気 付 き、 疑 問

を もつ 。

仮 の テ ー マ

…1の 問 題 に つ い て い ろ い ろ と

調 べ 、 疑 問 点 を 出 し合 う。 話

し合 い 活 動 を通 じ、 解 決 へ の

見通 しを立 て る。

真 のT=司

… 発 表 を し合 って 、 質 問 を 出 し

合 う。

… 自分 の問 題 と して と らえ る。 新課題の設定

す な わ ち、事 象 と 出会 い、 好 奇 心 を動 か さ れ、 仮 の 問題 とな る よ うな テ ー マ を 立 て て

み る。 そ れ につ いて 、 まず い ろ い ろ と調 べ て い く うち に問 題 の解 決 へ の糸 口が見 っ か る。

この こ とを 調 査 ・話 し合 い活 動 を通 して一 応 の結 論 に導 く。 そ して 、 そ の こ とを質 疑 応

答 の 中 で 新 た な課 題(真 の テ ー マ)を 見 出 す 。 問 題 解 決 の 過 程 と は、 この よ うに新 た な

問 題 を次 々 と発 見 す る過 程 で あ る。

〈教師に よ る学 習過程 の仕組 み方 〉

「=
團

[従来の中学校'課 題学習]一

團
ノへ

/・G;〉

[問題解決学習]

固
、

、

}
S¥

へ 　

S・ ・}
一〉 一ヲー-

G"
"

STARTか らGOALま で 、

すべての学習過 程 を教 師

が手取 り足 取 り主導 して

学習 させ る。 注入 式授 業

よ りは幾分幅の あ る学習

内容で ある。

STARTか ら一部分 の過 程

は教 師主導 で学習 させ る

が、残 りは生徒 が 「主 体

的」に学習 しや すい よ う

に骨組み だ け提示 して誘

導 しなが らGOALへ 導 く。

rηG

,'

/,7G
ノゴノ

＼ 二'G
一う一一

C1-一 一一一>

S'＼
ノ ヘ ヘ へ

逼 ＼▲G

G

STARTか ら一部 分 の過程

は教師主導 で学習 させ る

が 、残 りは完全 に生徒 の

主体性 に任 せ て個 々の

GOALを 尊 重す る。
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(2)実 践 例 「イ ンタ ー ネ ッ トを 用 い た問 題 解 決 学 習 」

こ こで は、 イ ン ター ネ ッ トと問 題 解 決 学 習 を っ な げ た実 践 例 を 示 す。

◎ 単 元 名:人 権 思 想 の 新 しい展 開 「世 界 の人 権 問題 」

「 天 権 が お か さ れ て い る さ ま 蓼 ま な 例 を 基 に 、 人 権 を 守 る 意 味 を 考 え て み よ う 。
L

(1)生 徒 の学 習 活 動

① 今 日、世 界 の 国 々で 人 権 が お か さ れ て い る例 はな い だ ろ うか。

… 。(問 題 の発 見 、 生 徒 に よ る課 題 の設 定 、 課 題 に か か わ る調 べ 活 動)

② な ぜ 、人 権 が お か され る よ うに な った の だ ろ うか。

・…(課 題 にか か わ る調 べ 学 習、 問題 点 や疑 問 点 の追 究)

③ 人 権 を守 るた め に は、 私 た ち は何 を考 え、 ど う行 動 して い った らよ いだ ろ うか。

・…(こ れ まで の学 習 の発 表 、 質 問)→[本 時]

④ 私 た ち が人 権 を守 る こ と は、 どの よ うな 意 味 が あ る だ ろ うか。 …(応 用 ・問題の一般化)

(2)本 時 の展 開

◎ 前 時 まで の ま と め

人権がおか されて いる例 問題 の発生 している国々 問 題 の 背 景

世 界 に広 が る難 民 ソマ リア な ど 政 治 ・宗 教 ・人 種 の違 い

ス トリー,チ ル,レ ンー 努 リピ。など 貧困

外 国人の排 斥1ド イ ッな ど1 失業者の増加

◎ 本 時 の 展 開 学 習 テ ー マ 「他 国 の人 々 の不 幸 に、 私 た ち は無 関 心 で よ い の だ ろ うか 」

◎ 生 徒 の 反応

・日本 は、 今 の と こ ろ は平 和 で よ い と思 った。

・宗教 や 人 種 の 違 い だ けで 、 国 を追 い 出 され た りす るな ん て 初 めて 知 った。

・今 の 日本 は豊 か だか ら、 貧 困 か ら生 ま れ る不 幸 を 忘 れ が ち に な って い る と思 う。

・今 の 日本 は景 気 が 悪 い か ら、 ドイ ツの よ うな 問 題 は人 ご とで は な いか も しれ な い。

㈲ 単 元 の指 導 に当 た って

◎ 社 会 の 諸 問 題 に対 す る、 問 題 解 決 的 な学 習 の 取組 み の 手 法

調 べ 学 習 につ い て は、 イ ン ター ネ ッ トを活 用 した。 これ か らの 調 べ 学 習 に お い て は 、

イ ンタ ー ネ ッ トは欠 かせ な い。 問題 解 決 的 な学 習 は、 方 法 面 で の コ ン ピ ュー タ活 用 が 普

通 の こ と に な る に違 い な い。 パ ソ コ ンル ー ムに は、 ネ ッ トに接 続 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ ー

が40台 設 置 され て い る。 平成11年10月 か ら、 光 ケ ー ブ ル に代 わ り、40台 の パ ソ コ ンに 直

接 ア ク セ スが 可 能 に な り、 フ ァイ ル の ダ ウ ンロ ー ドが 大 幅 に高 速 化 さ れ た。

◎ 指 導 上 の留 意 点 及 び指 導 の そ の後

基 礎 的 ・基 本 的 な語 句 に っ い て は、 予 め 予 習 プ

リ ン トを 配 り、 家 庭 学 習 の 課 題 と した 。 授 業 で は

確 認 まで とす る。 ま た、 調 べ 学 習 の発 表 は、 パ ソ

コ ンル ー ムで は、 本 校 の 場 合 、 そ の 広 さ や 座 席 配

置 な どか ら不 向 きで あ るの で 、 発 表 は教 室 で 行 う

よ う に した。

本 時 以 降 、 人 権 と は何 か、 南 北 問 題 、 雇 用 問 題 、

経 済 の し くみ な ど に問 題 が発 展 した。

▲ パ ソコ ンルームで の調 べ学習
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(3)授 業 研 究13年 「国 民 生 活 と福 祉 ～ 私 た ちの くら しと税 ～ 」

〈課題 設定の過程 の検証〉

(1)単 元の指 導計 画(6時 間扱 い)

第1次 税制度 に関す る基礎的 な事項 について学 ぶ。

第2次 税 にっ いて、調べて た ことを もとに作 文を書 く。

第3次 作文 を互 いに読 み合 い、新 たな課題 を設定 す る。

第4次 日本 の社会制度 にっ いて調 べ、考 え る。

(2)本 時

① 主 題 「税 を通 してみた 日本」

(2時 間)

(2時 間)

(1時 間)・ … 本 時

(1時 間)

税 金 と自 らの生 活 との か か わ り につ いて 調 べ た こ とや 話 し合 った こ とか ら、 日本

の社 会 制 度 に関 す る新 た な課 題 を設 定 す る。

② 主 題 設 定 の理 由

生 徒 自 らが課 題 を追 究 して い く学 習 を 進 め て い くた め に、 ま ず、 どの よ う にす れ

ば生 徒 自身 が 課 題 を設 定 で き る の か 考 え た。 具 体 的 に は、 ① 「調 べ学 習 」 の結 果 を

ど の よ うに授 業 で生 か して い くのか 、 ② 自 ら と社 会 的事 象 と の か か わ りの 中 で 新

た な課 題 が生 まれ て くる授 業 にす る に は、 ど の よ うに した ら よ いの か 、 と い う二 点

で授 業 を行 う こ と と した。

国会 、 内 閣 、 裁 判 所 や 社 会 保 障 、 教 育 制 度 、 国 際 関係 な ど 日本 の 社 会 制 度 を学 習

して い くに当 た り、 まず 体 験 的 な活 動 を き っか け に身 近 な 税 金 と い う題 材 に っ い て

の調 べ学 習 を 考 え た。 次 に、 調 べ た こ とを も とに意 見 を 発 表 し合 い、 多 面 的 な 見方

を 身 に付 け させ よ うと した。 今 ま で の調査 ・発 表学 習 は、 この段 階 で終 了 して しま っ

て い た。 今 回 は さ らに、 それ ぞ れ が、 税 金 の学 習 を もと に 日本 の社 会 制 度 に 関 す る

全 く新 た な課 題 を設 定 で きる よ うに試 み た。 この こ と に よ って 、 そ れ以 降 の学 習 に

対 して 、 自 らの生 活 に か か わ る学 習 とい う意 識 を もたせ る こ と が で き、 主体 的 な 取

組 み が で きる よ うに な る と考 え た。

③ 本 時 の指 導 の流 れ

D

学 習 内 容 学 習 活 動 教 師 の 支 援 予想 される生徒 の反応

1他 の意見 ① 教師側が選んだ ・記 名 の あ る プ リン ・他 の 意 見 に つ い て

や考 えを聞 作 文を読む。 トを配 布 し、読 む。 関心 を もっ 。

く ② 宿題の 「税金の ・一 作 品 ず っ、 簡 単 ・他 の 作 文 に対 して 、

使 わ れ 方 」 にっ い な質 疑 を行 う。 共 感 、 疑 問 を 抱 く。

て の 一 覧 を 見 る 。 ・生活班 の形 態 にす ・感 想 を述 べ 合 う。

③ 感想 を話 し合い、 る 。 ・ 話 し 合 い カ ー ド の

発 表 す る。 ・話 し 合 い カ ー ド に 内 容 の 補 足 説 明 を

→ 疑 問(も っ と 沿 って進 めさせ る。 求 め る。
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1

知 りた い こ と)は な ・話 し合 いが 活 発 に ・新 た な 視 点 に 気 付

い か 、 考 え さ せ る 。 な る よ うに補 足 を き、 関 心 が 深 ま る。

加 え る。

・ グ ル ー プ ご と に ど

ん な意見が 出たか

発 表 させ る。

II自 ら の 疑 問 ト① ワ ー ク シ ー ト に ・机 を もとに もどす。 ・新 た な 関 心 を もっ 。

の整理 と課

題 の設定 を1

自分の意見をまと

める。1

・同 じ事 柄 で も、 別

の 視 点 か ら追 究 し

個人 で行 うO た い と思 う。

1

皿発表を行 う。1① 自分が設定 した ・作 文を読んだ生徒 ・意 見 の変 容 に 関 心

1課 題 を発 表 す る。 か ら指 名 す る。[ を も つ 。

④ 評 価

・税 の使 わ れ 方 が 、 自分 た ち の生 活 とっ な が りが あ る こ とを 理 解 で き る。

・自 ら課題 を 設 定 し、 追 究 す る意 欲 を もっ こ とが で き る。

⑤ 資 料

〈話 し合 い カ ー ド>

1出 され た 意 見 で 感 心 した こ とは、 ど ん な こ とで す か。

2自 分 の意 見 と違 う と こ ろ は、 どん な と ころ で す か。

3税 金 が使 わ れ て い る社 会 の仕 組 み の 中 で、 興 味 を も った こ と は何 で す か。

授業 で読 んだ生徒作文(抜 粋)

腰 鎌 鴛蓋雛 灘llll讐鱗 謙 翻
納 め て い て、 私 に は全 く関係 が な い もの と思 って い ま した が 、 この よ うな こ とを知 り税

と私 た ち は深 くか か わ って い る のだ と実 感 しま した。

も っ とい ろん な こ とを知 りた くな り、 税 金 に関 す る資 料 を 見 て み ま した。 そ う した ら、

社 会 保 障 関 係 費 とい う もの が あ り ま した。 これ はお年 寄 りや 障 害 者 の 人 た ち な どの生 活

面 を助 け るた め の もの で した 。 私 は今 、健 康 で何 不 自由な く生 活 を して い ます が こ うい っ

た方 々 は とて も大 変 だ と思 い ます 。 そ の た め に安 心 して生 活 が で き る よ うに と集 あ られ

て い きま した。 国民 み ん な で 支 え 合 って い る よ うな気 が して 、 とて も嬉 しくな りま した。

ひ と りが 納 め る の な ら小 さい けれ ど、 み ん な で納 め るの な ら とて も大 きな もの に な り ま

す 。 私 た ち の社 会 は国 民 一 人 一 人 に よ って 成 り立 って い るの だ な と感 じま した。

・ ・ 税 金 とい った形 で 国 民 は助 け合 い、 支 え合 って い るの で し ょ う。 そ れ は これ か

ら先 も変 わ らぬ こ と と思 い ます。 よ りよ い社 会 とな るた め に は一 人 一 入 に か か って い る

の で す 。 だか ら こそ私 た ち は も っ と広 い視 野 で身 の回 りを 見 て 、 どん な と ころ に税 金 が

使 わ れ て い る の か を知 るべ きで す。 そ うす れ ば税 金 に対 す る思 い も変 わ って い き、 明 る

い 未 来 が 見 え て く る と思 い ま す。(H)
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㈲ 考 察

この 単元 の学 習 は、 調 べ 学 習 に よ って税 制 度 を学 び、 そ の後 、 税 制度 か ら離 れ 、 学 ん だ

こ とを もと に 日本 の 社 会 制 度 につ い て 自 ら課 題 を設 定 し、 追 究 して い くと い う構 成 を な し

て い る。 そ して 、 こ の授 業 で は、 日本 の社 会 制 度 に対 して新 た な 課題 を 設 定 させ る こと を

主 眼 と して い る。 以 下 、 「授 業 者 の 立場 か ら」 と 「生 徒 の 立 場 か ら」 にっ い て 考 察 を 加 え

た い。

① 授 業 者 の 立 場 か ら

学 習 内 容1「 他 の意 見 や 考 え を聞 く」

・多 様 な意 見 を 聞 か せ る た め、5点 の作 文 を読 ん だ。

・効 率 的 に作 文 を 読 み こなす た め に、 話 し合 い カ ー ドを予 め配 布 す る必 要 が あ る。

・話 し合 いを よ り活 発 にす る た あ に、 課 題 一 覧 表 を は じめ か ら掲 示 した ほ うが よ い。

り 、

、

蕪
譲

甜醸

、
4

、

・

凱

・聡

慰

轟
陥

■

噂

、

,鐵

、

溝駄

奮
凌

滑

おふ
聯

藩

▲ グルー プでの話 し合 い

② 生徒 の立場 か ら

学 習 内容II「 課 題 の 設定 」

・個 人 の意 見 を考 え させ る時 間 を 十 分 に確 保 す

る こ とが 重要 で あ る。

学 習 内容 皿 「発 表 」

・生 徒 の変 容 につ い て、 教 師側 か らは十 分 に把

握 で きた。

・生 徒 相 互 で は、 板 書を す るな どの 支 援 が 必 要

で あ る。

注 目 され た生 徒 の活 動 と して 以 下 の こ とが 挙 げ られ る。

・自 らの生 活 との か か わ りを 意 識 で きて い た ので 、 活 発 な意 見 交 換 が で き た。

・地 域 振 興 券 の よ うに 、教 師 が 意 図 した課 題 設 定 の方 向 とは別 の課 題 に 興 味 を もつ もの

もい た。

・ほ とん ど が、 理 由 や根 拠 を 自覚 して 新 たな 課 題 を設 定 して い た。

・課 題 設 定 に関 して は、授 業 前 と授 業 後 で は課 題 設 定 に対 す る意 識 が か な り変 わ っ た 。

生 徒 の発 言 か ら は、以 下 の こ とが 特 筆 され る。

「自分 は税 制 度 や社 会 制 度 の 悪 い面 ば か り指 摘 して い た が、 他 の人 が よ い面 や 改 善 方

法 ま で述 べ て い て感 心 した。」 い う もの もあ り、 事 実 調 べ を 発 表 して 終 わ り と い う段 階

か ら、 一 面 で は 、 自分 と他 との 違 いか ら多 面 的 な と らえ方 を学 び、 新 た な 課 題 に向 けて

の意 識 が高 ま った様 子 が み られ る段 階 に達 した よ うに思 わ れ る。

学 習 シー トか ら は、次 の よ うな こ とが 考 え られ る。

「も っ と知 りた くな った」、 「友達 の 意 見 か ら」、 「あ らた な疑 問 を も った」 と い う理 由

か ら課題 を設 定 した生 徒 が 多 く、 課 題 意 識 の 発 展 が み られ た。

さ らに、34名 中28名 は、 税 金 と い う学 習 範 囲 を越 え て の課 題 設 定 を行 った。 そ の こ と

か ら は、 現 代 社 会 の 諸 問題 に対 す る視 野 が 広 が った とい え る。
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▼学 習 シ ー ト
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学 習 シー ト
3年 ド1組 脅

1あ なたが斬 たに 興味 をもった税金の使われ方 をあげて下 さい。

社 会保障
21で あlfた 理 由 を 述 べ て 下 さい 。

!、11辮響 ヒこξ謙 認 二:潔蕪 辮 肋
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国 さい 貢1

・1で 鮒 雌 麟 述べて下さい・1

ヒ●のrう な 七り 乙てイaち レ マい るり 「ジ、尼 しり1マ し1のi

l3繍 撚 ㌢ て'もつと購 劇べるにはどうしたらよい　 'i

i
i
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蒲贈

㈱

働

》亀 竈 弊.撫
1㌻ べ憾 篠4'

▲話 し合 いの内容 の発表

磯

③ 課 題 設 定 の一 覧 か ら

授 業 前 の課 題 を み る と、 公 務 員 の給 料 が4名 、 学 校 が6名 、社 会保 障 が6名 、 そ の ほ

か に都 庁 の庁 舎 や 国 会 の運 営 費 な ど、 税 金 が使 わ れ て い る場 面 が 見 や す か った り、 普 段

の生 活 で よ く耳 にす る よ うな事 柄 が 多 か った。 授 業 後 は、 景 気 対 策 と して の地 域 振 興 券

だ った り、 高 齢 化 社 会 と リンク させ た社 会 保 障

とい った課 題 の 設 定 に な って い る。 この点 に お

い て も課題 意 識 の深 化 が み られ る。 また 、 授 業

前 に はな か っ た国 債 が4名 、1名 だ った地 域 振

興 券 が6名 に な って い る。 これ は、 意 見 の 相 互

交 換 か ら生 まれ た結 果 で あ り、 授 業 の 成 果 で あ

る と い え る。 今 後 は さ らに、 生 徒 が 自発 的 に話

し合 い活 動 を望 ん だ り、意 見 を 発 表 す る よ うな授 業 展 開 を 考 え て い き た い。

氏 名 授 業 前 授 業 後

K 地域振興券 地域振興券

H 社会保障 国債

T 社会保障 国債

M 学校 学校

Mk 銀行の救済
』一 一M畠'

_M_M_.

地方自治
w__M
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(4)授 業 研 究2.2年 「公 民 的 分 野 の導 入 学 習 」 〈2月7日 説 明 会 当 日、 授 業 実 践 の予 定 〉

〈課 題 設 定過 程 の 実 践 〉

(1)単 元名:「 現 代 社 会 の と らえ 方 」

地 理 的 分 野 にお け る公 民 の導 入 学 習 と して

② 単 元 の指 導 計 画(8時 間)

課 題 「20世紀 新 聞 」(冬 休 み 中 の課 題 と して)

第1次 プ リテ ス ト(1時 間)

第2次 課 題 設 定 と調 べ 学 習(4時 間)・ … 本 時 は こ の 中 の1時 間

第3次 発 表 と今後 の課 題設 定(2時 間)

(3)本 単 元 の指 導 の流 れ 避 …一一 一一 一 簿___一__

「20世紀 新 聞 」 の作 成 回 雛 　 嚇齢;(.1}N1ひセき0に嚢煽 蜘轍轍一 鱒
糊鱒騰輸眺

↓ … 興味 ・関心の喚起 一轟,… 臨 糟 鰍
発表 ・掲示

↓ … 「仮 の テ ー マ」 の設 定

その中か ら、課題設定

※公民 のプロローグとして、現代史

に影響 を及 ぼ した事件 や現 代社

会 にっ なが る問題点 などに着 目

す るよ う教師の側か ら支援する。

テーマの発表

※ 各 自 カ ー ドを 作 成 し、 黒 板 掲 示

例 四 日市 ぜ ん そ く … 公 害

航 空機 墜 落 … ハ イ ジ ャ ッ ク

プ ロ野 球 … …Jリ ー グ

な ど と い う よ うに、 カ テ ゴ

リー に分 けて い く

課題別班の編成

↓ ・・槙 の テ ー マ」 の設 定

調べ学習

瞬 姻轍 輸 鰍 卿蕪胴 ～蹴 鱒欄 刷脚 嚇1～

馨愚
墜墾 鞍:∴饗撫

▲ 「新聞」 の例

↓ ※図書室 において行 い、各 自の資*斗集めを支援す る。

各 グ ル ー プ の発 表

※各 班 の発 表 の後 に、 公 民 へ の 期 待 を 語

らせ る。

(4)予 想 され る テ ー マ

1968年 の場 合

小 笠 原 諸 島 返 還 → 領 土 ・国 際 社 会

イ タ イ イ タイ病 → 公 害 ・環 境 問 題

3億 円 強 奪 → 警 察 ・刑 法

プ ラハ の 春 → 社 会 主 義 な ど

…!ll・

〆 露 織齢ボ
鴨 ・

k＼ 網 、

▲校外 の調べ学 習(製 粉所)
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3公 民 的 分 野 の研 究 の ま とめ と今 後 の 課 題

(1)研 究 の ま とめ

① 仮 説 の 検証

「問題 解 決 的 な学 習 に よ り、 生 徒 は主 体 的 に社 会 的事 象 とか か わ る こ とが で き、 自 ら

課 題 を設 定 し追 究 で き る力 を身 に付 け る こ とが で き る。」 とい う仮 説 を 設 定 した 。 本 研

究 は、 そ れ が 昨 今 求 め られ て い る 「生 き る力 」 に結 び付 くこ とを 再 確 認 しな が ら、 実 践

を続 け た。 「子 ど もが た ち が 、 今 知 りた い こと は何 な の か」 「この 単 元 で 知 りた い こ と は

何 な の か 」 「こ こで調 べ た こ との 未 来 に は何 が あ るの か」 等 、 結 論 を 急 が ず に、 で き る

限 りの 支 援 を 行 っ た結 果 、 何 人 か の生 徒 に変 容 が見 られ た。 調 べ る こ とに積 極 的 に な っ

て い った 生 徒 、 単 元 終 了 後 も新 聞 の切 り抜 きを集 あ た りす る生 徒 、 新 聞 を読 み始 あ た こ

とを 自慢 そ う に報 告 す る生 徒 な ど で あ る。 本 研 究 は、 この よ うな こ とか ら問 題 解 決 的 な

学 習 が 、 有 効 な方 法 で あ る こ とを再 認 識 で きた。

② 「新 た な課 題 」 の設 定 に つ い て

本 文 で はふ れ られ なか った が、 選 択 社 会 で も同 じ方 法 論 の もと で 授 業 研 究 を 進 め た 。

「伝 統 的食 文 化 研 究 班 」 の 生 徒 た ちが 、 そ ば作 りを しよ う と石 臼 を探 し出 し、実 際 に作 っ

た り、 「高 齢 化 社 会 班 」 が 地 域 の特 別 養 護 老 人 ホ ー ム を訪 問 し、 そ の と きの 見 学 に感 動

し、 ボ ラ ンテ ィア を行 うよ うに な った り した例 もあ っ た。 選 択 社 会 とい う、 社 会 科 に興

味 ・関 心 の あ る生 徒 だ け が集 ま った か らで き た と い うこ と もあ るが、 生 徒 た ち はそ の方

法 ・手 順 さ え分 か れ ば様 々 な課 題 を 見 っ け る こ とが で き る とい う こ とが確 認 で きた 。

(2)今 後 の 課 題

本 研 究 は、 「① 現 代 社 会 の諸 問題 に対 して 、 自 ら課 題 を設 定 し追 究 で き る力 を 育 て る授

業 改 善 の 工 夫 を 明 らか に す る。」 「② 自 らの生 活 との か か わ りで 調 べ る活 動 を 重 視 した 問

題 解 決 的 な学 習 の実 践 の手 だ て を 明 らか にす る。」 とい うね らいを 設 定 した 。 私 た ち は、

教 え る こと は で き る限 り基 礎 ・基 本 だ け に し、 捻 出 した時 間 で生 徒 の 主 体 的 な活 動 の時 間

を確 保 した。 そ して、 「問 題 解 決 の プ ロセ ス」 に もあ る よ う な段 階 を追 う こ とを 単 元 の 中

に組 み 込 ん だ。 「新 た な課 題 」 の獲 得 が で き る よ うに、 す べ て が そ の授 業 ・単 元 の 中 で 完

結 す る と い う発 想 を もっ こ と は止 め た。 生 徒 自身 に と って の 「新 た な 課 題 」 が 今 日、 放 課

後 に生 か さ れ る こ と もあ るだ ろ う し、 将 来 実 を結 ぶ こ と もあ るだ ろ う と い うよ うに考 え る

こ と、 そ の た め の方 法 ・手 段 ・基 礎 的 な知 識 を教 え て い く こ と に重 点 を 置 き、 授 業 改 善 を

図 る こ とが重 要 で あ る と考 え る。

ま た、 公 民 的分 野 で は、 や や もす る と制 度 ・組 織 の理 解 にだ け焦点 が 当 て られ 、 そ こで

活 動 して い る人 間 自体 が 見 え に く くな る こと が あ る。 本 研 究 は、 で き る だ け身 近 な問 題 を

提 起 しな が ら、 そ れ が 「今 の 自分 の生 活 と ど ん な か か わ りが あ るか 」 と い う 「ゆ さ ぶ り」

を生 徒 た ち に与 え な が ら授 業 を進 あ る こと を心 掛 け た。 す べ て の 事 象 に こ の方 法 が あ て は

ま る とは 限 らな いが 、 そ うす る こ とに よ って初 め て 「自 ら学 び、 自 ら考 え る力 を育 成 す る

こ と」 が可 能 で あ る。 社 会 科 は、 単 な る 「暗記 教 科 」 で は な く、 科 学 的 で、 ま た一 方 、 人

間 形 成 に資 す る学 問 だ と い うこ とを問 題 解 決 的 な学 習 は示 して い る。
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IV全 体の研究のまとめと今後の課題

これか らの中学校社会科の授業改善の方向について

1新 しい地理学習 の方 向の検討 の必 要性 に関 して

平成10年12月 改 訂の中学校学 習指導 要領 「第2節 社会」 にお いて、 最 も大 き く改 訂 され

た内容 は地理 的分野 の内容 であ る。 地理的分野 は、方法面で大 きく改善 し、教 え る教 師 は大

きな戸惑 いを覚 えてい ると思 われ る。 本研究が、地理的分野 の新学習 指導要 領(2)「 地 域 の

規模 に応 じた調査=地 域 の規模 に応 じて地域 的特 色 を とらえる視点 や方法 が異 な って くる」

を研究対象 とした理 由は、 いち早 くその先行研究例(実 践例)を 提供 した いが ためで あ る。

まだまだ不十分 ではあ るが、本研究 は、 この新学 習指導要領 の地理学習 の方向 を望 ま しい も

の と推奨 す るものであ る。

2新 しい中学校社会科 の授業改善 に関 して

両分野 の研究 を総括 して、 これか らの社会科 の授 業改 善に対 して、次 の視点 を提言 した い。

・れか らの中学校社会科は … 「

(1)「 知識 を生 きてはた らかせる方 法」 を学 ばせ る授業 を目指す こと。

(2)「 社会的 な見方 ・考 え方」 の基礎 の育 成 をね らいとす る授業 を目指 す こと。

(3)学 習者の人間性や生活 のあ り様 な どの実態を考慮 した授業 を目指す こと。1

(1)に 関 して は、 これ まで の 単 に暗 記 量 で 勝 負 す る知 識(内 容)偏 重 の社 会 科 か ら、 これ か

らは 「自分 の 知 って い る こ と を使 って み る」 学 習 を 進 め る学 習 形 態 や学 習 方 法 な どの 工夫

が必 要 で あ る。 そ の た め、 基 礎 的 ・基 本 的 な知 識 を ダ イ ナ ミックに駆使 させ る授 業 を行 い、

知 識 が 成 長 す る よ うに、 内容 と方 法 の一 体 化 を 進 め る こ とが 大 切 で あ る。

(2)に 関 して は、 「解 説 」 の 中 に、 地 理 的分 野 の 「地 理 的 な 見 方 ・考 え方 」 や 公 民 的 分 野 の

「個 人 と社 会 との か か わ りにつ いて の見 方 ・考 え 方 」 「政 治 や 経 済 に対 す る見 方 ・考 え 方 」

な どの 基 礎 を養 う こと に関 連 した記 述 が み られ る。

例 え ば、 本 研 究 で 地 理 的 分 野 の研 究 が重 視 した 「地 域 的特 色 」 の と らえ方 や考 え方 に 関

連 す る地 理 的 な見 方 ・考 え方 の項 目 の 中 に は、 「一 般 的 共 通 性 と地 方 的 特 殊 性 の 視 点 か ら

の追 究 」 と 「大 小 様 々 な地 域 が部 分 と全 体 とを構 成 す る関 係 で 重 層 的 に な って い る こ とを

踏 まえ る こ と」 が 挙 げ られ て い る。(参 照:『 解 説 』pp.22-23)

また 、 公 民 的 分 野 に お け る 「政 治 や経済 にっ いて の見方 ・考 え方 」 にかか わ って は、「… …

基 本 的 な考 え 方 や 事 項 を今 ま で も って い た政 治 や経 済 にっ いて の見 方 や 考 え方 の 中 に新 た

に組 み 入 れ る こ と に よ って、 そ れ ま で に あ った 自 らの 見 方 や 考 え 方 を成 長 さ せ る こ とが大

切 で あ る。」 とい う考 え 方 が示 され て い る。(参 照:同pp.155-156)

見 方 や 考 え 方 の 基 礎 の育 成 に関 して は、 そ の 文 言 の 意 味 と実 際 の授 業 実 践 と の 間 の 開 き

が 大 き い と感 じる状 況 が あ る。 そ れ は、 社 会 科 教 師 が 「見 方 ・考 え 方 の基 礎 の育 成 」 を意

識 しな が ら も、 実 際 の授 業 に反 映 しに くい とい う状 況 で あ る。 本 研 究 は、 この繋 ぎの と こ

ろ に焦 点 を当 て る こ と に な る と考 え る。

(3)に 関 して は、 これ か らの 中学 校 社 会 科 の授 業 改 善 の最 大 の眼 目 と言 って よい。 一 般 に社 会

科 授 業 の 問題 点 の第 一 に(1)で 指 摘 した よ うに、 従 来 ど お りの 「知 識 偏 重 」 が 挙 げ られ る

こ とが多 いが、 「生 徒 の意 識 や生 活 との開 き」 の方 が よ り大 きい問 題 点 で あ る と考 え る。 人

間 味 の感 じられ ない授 業 、 生 徒 の生 活 に全 く関 連 が感 じられ な い授 業 を打 破 して い きた い。
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